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１ 数学専攻 

 

1-1 専攻の理念と目標  
 理学の目的は自然の真理を探究することにあり，数学の目的は数学的真理を探究することにある。

数学は数千年にわたる伝統を持ち，論理性と普遍性を基軸とした人類文化を代表する学問であり，自

然科学・工学の基礎として近代科学文明の発展を支えてきた。近年は数理科学的手法が社会・人文科

学へも応用され，コンピュータによる情報社会化の進展も相まって，数学の利用はますます広範かつ

高度なものとなってきている。 

 広島大学大学院理学研究科数学専攻では，自然界に働く普遍的な法則や基本原理の解明に向けて，

純粋科学の教育研究を推進し，未来を切り開く新たな知を創造・発展させ，これを継承し，また，教

育研究成果を通じて社会に貢献するという広島大学大学院理学研究科の理念に則り，高度な専門的研

究活動に参加することによって，将来の数学の発展を担う研究者を養成することを目標とし，同時に

現代数学の本質とその学問的・社会的位置づけを理解した教育者，情報化社会のニーズに応える高度

な数学的思考能力・創造性を持った人材を養成することを目指す。各分野における専門研究を深化し，

国際学術研究の中心的役割を果たすことを希求している。 

 
1-2 専攻
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事務室          荒谷照美 片山美雪 桂川信子 窪田庸子 
              高原園子 谷 知美 野間晴美 
 
1-2-2 教職員の異動 

 空きポストが生じると，将来計画等を勘案して，採用分野を決定した。新採用の助教はすべて任

期がついている。 

 

平成 29 年度 

 採用  平成 29 年 4月 1日  神本晋吾 講師 

平成 29 年 4月 1日  橋本真太郎 助教（任期 H34.3.31 まで） 

平成 29 年 4月 1日  宮谷和尭 助教（任期 H32.3.31 まで） 

平成 30 年 1月 18 日 伊森晋平 助教（任期 H34.9.30 まで） 

 昇任  平成 29 年 10 月 1日 奥田隆幸 講師 

 退職  平成 30 年 3月 31 日 石井 亮 教授 

平成 30 年 3月 31 日 飯島 優 特任助教 

 
1-3 専攻の大学院教育 

1-3-1 大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

 数学的真理に対する強い探究心にあふれ，数学の専門的研究活動に，目的意識と積極性を持ち自

発的に参加する学生の入学を期待している。 
 

1-3-2 大学院教育の成果とその検証 

平成 29年度 

 博士課程前期：（入学時）学生数 19名，定員 22 名，充足率 86.4% 

 博士課程後期：（入学時）学生数 6名，定員 11 名，充足率 54.5% 

 学位（博士）取得：1件 

 
1-3-3 大学院生の国内学会発表実績 
平成 29年度 … 37 件（修士の発表 22 件，博士の発表 15 件，修士・博士共同発表 0件） 

 

1-3-4 大学院
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 大石 峰暉   モデル選択規準最小化に基づく罰則付き最小二乗法の正則化 

         パラメータ最適化 

 柏木 一希   有界領域上の Schrödinger 方程式の局所的制御可能性 

 國岡  拓   グレブナ基底を用いた理論パズルの解法 

 米田 好佑   2 次曲線のペアの族について 

 権藤 曉則   Cohomogeneity one actions of disconnected Lie groups on symmetric spaces  
         of noncompact type 
         （非連結リー群による非コンパクト型対称空間への余等質性 1作用） 
 済藤 恭平   信用リスク伝播の強度モデルとクレジット・デフォルト・スワップの価格付け 
 坂井 駿介   A characterization of alternating link exteriors in terms of cubed complexes 
         （交代絡み目外部空間の立方複体を用いた特徴付け） 
 清水  亮   記憶を持つ金融市場モデルにおける最適長期投資 
 西川 正一   コヒーレント・リスク尺度を用いたショートフォール・リスクの最小化 
 福島  海   命題様相論理の完全性 
 藤田  輝   ある量子グラフ上の Sturm-Liouville 境界値問題に対する Ambarzumyan 型定理 
 船吉 健太   Extending homeomorphisms of the genus-2 surface over the 3-sphere 
         (種数 2の曲面上の同相写像の 3次元球面への拡張) 

 松尾 圭祐   トーリックイデアルのグレブナ基底の計算量について 
 水口 潤一   ある一般化線形混合モデルの尤度方程式のラプラス近似について 
 宮川真太郎   グレブナー基底とマルコフ基底に関する実験 
 村長  達   
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1-3-7 ＴＡの実績 

平成 29 年度 前期 … 修士  8 件 

            博士 12 件 

       後期 … 修士  5 件 

            博士 10 件 
 

1-3-8 大学院教育の国際化 
 数学専攻においては以下のような取り組みを行っている。 
 ・大学院生の研究指導においては，外国語の文献の講読をほぼ全員が行っている。また，英語での

論文の執筆を推奨し，博士課程後期の大学院生はほぼ全員が実施している。 
 ・外国人を招待した場合には，セミナーや談話会などに大学院生を積極的に参加させ，さらに大学

院生にも英語での講演をさせるようにしている。 
 ・外国人留学生を積極的に受け入れている。 
 
1-4 専攻の研究活動 

1-4-1 研究活動の概要 

 

数学教室談話会 

 

第 1回 

日時：2017 年 5月 16 日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：中川 義行 氏（大阪産業大学）  

題目：学術研究の倫理と経済社会の倫理 

 

第 2回 

日時：2017 年 5月 30 日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：小林 毅 氏 （奈良女子大学）  

題目：折り紙に潜む様々な数学構造 

 

第 3回 

日時：2017 年 6月 6日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：Jeffrey Weeks 氏  

題目：Visualizing F

2017 6 6 13:00-14:00 
B707  
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第 5回 

日時：2017 年 7月 25 日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：神本 晋吾 氏 （広島大学大学院理学研究科）  

題目：Exact WKB analysis and resurgent analysis 
 

第 6回 

日時：2017 年 10 月 3日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：中田 寿夫 氏 （福岡教育大学）  

題目：ペテルスブルグのゲームの分布の極限定理 

 

第７回 

日時：2017 年 11 月 28 日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：澤野 嘉宏 氏 （首都大学東京）   

題目：Morrey spaces and related problems 
 

第 8回 

日時：2017 年 12 月 5日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：杉本 充 氏 (名古屋大学)  

題目：制限定理と関連する偏微分方程式論の諸問題 

 

第 9回 

日時：2017 年 12 月 12 日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：奥間 智弘 氏（山形大学）   

題目：複素 2次元特異点の極大イデアルサイクルについて 

 

第 10 回 

日時：2018 年 1月 16 日（火）13:00-14:00 

場所：広島大学理学部 B707  

講師：横山 俊一 氏（九州大学）  

題目：計算機数論における数式処理システムの援用と最近の進展 

 

数
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○第16回広島仙台整数論集会 [国内] 

    日程：2017年7月11日～7月14日 

    場所：広島大学理学部 B707 

    参加人数：約40名 

    世話人：平之内俊郎（九州工業大学）， 松本 眞（広島大学）， 宮谷和尭（広島大学）， 高橋浩

樹（徳島大学）， 都築暢夫（東北大学）， 雪江明彦（京都大学） 

 

○山口佳三先生退職記念研究集会 [国内] 

    日程：2017年7月14日～7月16日 

    場所：神戸大学 理学部B棟301室 

    参加人数：約30名 

    世話人：阿賀岡芳夫（広島大学）， 佐治健太郎（神戸大学）， 野田尚廣（九州工業大学）， 澁谷

一博（広島大学） 

 

○2017 Participating school in analysis of PDE Stability of solitons and periodic waves [国際] 

    日程：2017年8月21日～8月25日 

    場所：KAIST, Daejeon, Korea 
    参加人数：約20名 

    世話人：Mathew Johnson（University of Kanzas）， Masaya Maeda（Chiba）， Tetsu Mizumachi
（Hiroshima）， Soonsik Kwon（KAIST） 

 

○2017年度ポテンシャル論研究集会 [国内] 

    日程：2017年8月31日～9月2日 

    場所：大同大学 

    参加人数：約20名 

    世話人：二村俊英（大同大学）， 平田賢太郎（広島大学） 

 

○非線形偏微分方程式の定性的理論 [国際] 

    日程：2017年9月17日～9月19日 

    場所：岡山大学理学部 

    参加人数：約50名 

    世話人：李 聖林（広島大学）， 牛島健夫（東京理科大学）， 大下承民（岡山大学）， 荻原俊子

（城西大学）， 下條昌彦（岡山理科大学）， 滝本和広（広島大学）， 谷口雅治（岡山大

学）， 中村健一（金沢大学）， 水町 徹（広島大学）， 宮本安人（東京大学）， 矢崎成

俊（明治大学） 

 

○Capital Normal University-Hiroshima University Joint conference on Mathematics [国際] 

    日程：2017年9月21日～9月22日 

    場所：首都師範大学（中国 北京） 

    参加人数：約35名 

    世話人：Fuquan FANG（CNU）， 木村俊一（広島大学）， Hailiang LI（CNU）， Shanzhong SUN
（CNU）， 高橋宣能（広島大学） 
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○広島幾何学研究集会2017 [国内] 

    日程：2017年10月4日～10月6日 

    場所：広島大学大学院先端物質科学研究科 4階 401N 

    参加人数：42名 

    世話人：阿賀岡芳夫（広島大学）， 田丸博士（広島大学）， 澁谷一博（広島大学）， 久保 亮（広

島修道大学） 奥田隆幸（広島大学） 

 

○広島微分方程式研究会 [国内] 

    日程：2017年10月6日～10月7日 

    場所：広島大学理学部 B707 

    参加人数：27名 

    世話人：神本晋吾（広島大学）， 坂元国望（広島大学）， 柴田徹太郎（広島大学）， 滝本和広（広

島大学）， 三竹大寿（広島大学） 

 

○合宿セミナー 2017 in 大久野島 [国内] 

    日程：2017年12月15日～12月17日 

    場所：休暇村大久野島 

    参加人数：26名 

    世話人：阿賀岡芳夫（広島大学）， 田丸博士（広島大学）， 澁谷一博（広島大学）， 橋永貴弘（北

九州工業高等専門学校）， 久保 亮（広島修道大学）， 赤瀬文章（広島大学）， 権藤暁

則（広島大学） 

 

○HMAセミナー・冬の研究会 2018 [国内] 

    日程：2018年1月19日 

    場所：広島大学理学部 B707 

    参加人数：26名 

    世話人：滝本和広（広島大学）， 水町 徹（広島大学）， 三竹大寿（広島大学） 

 

○複素領域における関数方程式とその周辺 [国内] 

    日程：2018年3月5日～3月7日 

    場所：広島大学理学部 B707 

    参加人数：25名 

    世話人：上原崇人（佐賀大学）， 梅田陽子（山口大学）， 神本晋吾（広島大学）， 廣惠一希（城

西大学） 

 

○Branched Coverings, Degenerations, and Related Topics 2018 [国際] 

    日程：2018年3月5日～3月9日 

    場所：広島大学（東広島キャンパス）大学院理学研究科 Ｅ棟 E104教室 

    参加人数：56名 

    世話人：足利 正（東北学院大学）， 作間 誠（広島大学）， 島田伊知朗（広島大学）， 徳永浩

雄（首都大学東京）， 松本幸夫（学習院大学） 
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○広島・岡山代数学セミナー in 熊本 [国内] 

    日程：2018年3月14日～3月15日 

    場所：熊本大学自然科学研究科 

    参加人数：約20名 

    世話人：木村俊一（広島大学）， 宮谷和尭（広島大学）， 鈴木武史（岡山大学）， 山田裕史（熊

本大学） 

 

数学専攻各研究グループにより開催されたセミナー 

 

○ 代数学セミナー 

 

 日時：2017 年 4 月 21 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：鈴木 航介 氏（広島大学・日本学術振興会特別研究員 PD） 

 演目：高次収束を達成する多次元数値積分法 

 

  日時：2017 年 6 月 2 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：福田 寧彦 氏（広島大学 D2） 

 演目：K3 曲面の正標数への還元と Picard 群 

  

 日時：2017 年 6 月 16 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：當山 凜 氏（広島大学 D2） 

 演目：高次ナッシュ爆発と A3特異点 

  

 日時：2017 年 6 月 23 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：桔梗 宏孝 氏（神戸大学） 

 演目：Model theory, p-adic and motivic integration 
  

 日時：2017 年 7 月 28 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：金沢 篤 氏（京都大学） 

 演目：Calabi-Yau 多様体の退化とミラー対称性 

  

 日時：2017 年 10 月 6 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：阿部 紀行 氏（北海道大学） 

 演目：q=0 におけるプロ p 岩堀 Hecke 環の既約表現の間の拡大について 

  

 日時：2017 年 11 月 24 日（金）16 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

Ｉ－ 8
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 講演者：佐野 太郎 氏（神戸大学） 

 演目：Effective non-vanishing for weighted complete intersections 
  

 日時：2017 年 12 月 1 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：當山 凜 氏（広島大学 D2） 

 演目：A3 特異点の高次ナッシュ爆発 

  

 日時：2017 年 12 月 8 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：田端 亮 氏（有明工業高等専門学校） 

 演目：Immanant の極限挙動と Littlewood-Richardson 対応 

  

 日時：2018 年 1 月 19 日（金）15 時 

 場所：広島大学理学部 B701 

 講演者：Norbert A'Campo 氏 （バーゼル大学） 

 演目：Uniformisation by minimizing energy of curvature 
 

○ 広島組合せ論セミナー 

 

  日時：2017 年 11 月 11 日（土）11:00 - 12:30 

  場所：広島工業大学 三宅の森 Nexus21 NX-709 
 講演者：篠原 雅史 氏 （滋賀大学・教育学部） 

 講演題目：距離集合の一般化とその点配置の直交性について 

 

○広島大学トポロジー・幾何セミナー 

 

 日時：2017 年 4月 7日（金）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ707 号室  

 講演者：東條 広一 氏 （東京大学大学院数理科学研究科） 

 講演題目：固有かつ余コンパクトに作用する簡約部分群を持つ既約半単純対称空間の分類  

 

 日時：2017 年 4月 18 日（火）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ707 号室  

 講演者：Youngsik Huh 氏 （Hanyang University） 

 講演題目：Problems on graphs in 3-space: Immersion into plane and linear embedding into 3-space  
 

 日時：2017 年 5月 9日（火）13:30 – 15:00 

 場所：理学部Ｂ707 号室  

 講演者：中村 昭 氏 （広島大学名誉教授） 

 講演題目：デジタル結び目の計算量: 紹介と概観および問題  

 

 日時：2017 年 6月 20 日（火）15:00 - 16:30 

Ｉ－ 9
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 場所：理学部Ｂ707 号室  

 講演者：寺垣内 政一 氏 （広島大学大学院教育学研究科・数学教育学講座） 

 講演題目：Normal closures of slope elements in knot groups and the peripheral Magnus property  
 

 日時：2017 年 7月 4日（火）15:講
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 日時：2017 年 10 月 3日（火）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ707 号室 

 講演者： Luisa Paoluzzi 氏 （マルセイユ大学） 

 講演題目：Character varieties of knots and their reductions mod p  
 

 日時：2017 年 11 月 14 日（火）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ707 号室 

 講演者： 野崎 雄太 氏 (東京大学) 

 講演題目：ホモロジーコボルディズムを用いた 3 次元多様体の不変量 

 

 日時：2017 年 11 月 21 日（火）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ707 号室 

 講演者： 金 英子 氏 （大阪大学理学研究科）, 廣瀬 進 氏 （東京理科大学理工学部）  

 講演題目：Symmetric braids arisen as monodromies of branched virtual fibrations of closed 3-manifolds 
 

 日時：2017 年 11 月 28 日（火）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ702 号室  

 講演者： 井ノ口 順一 氏 (筑波大学)  

 講演題目： 3 次元接触多様体上の磁場軌道 

 

 日時：2017 年 12 月 12 日（火）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ702 号室  

 講演者： 作間 誠 氏 (広島大学)  

 講演題目： "Monodromy groups" of Heegaard surfaces of 3-manifolds 
 

 日時：2018 年 1月 15 日（月）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ707 号室  

 講演者： Thomas Koberda 氏 （バージニア大学） 

 講演題目：Free products and diffeomorphisms of compact manifolds 
 

 日時：2018 年 1月 19 日（金）15:00 - 16:30 

 場所：理学部Ｂ701 号室 (代数セミナーと合同) 

 講演者： Norbert A'Campo 氏 （バーゼル大学） 

 講演題目：Uniformisation by minimizing energy of curvature 
 

 

○広島数理解析セミナー 

 

第 211 回 

 日時：2017 年 4月 14 日（金） 15:00 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

  15:00 − 16:00 

Ｉ－ 11
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  講師：都築 寛 氏（広島修道大学） 

  題目：2 次元および 3 次元における制限付き Boussinesq 系の一意可解性 

  16:30 − 17:30 

  講師：山本 宏子 氏（明治大学） 

題目：空間的に非一様な反応拡散方程式における点凝集定常解とその凝集点 

 

第 212 回 

 日時：2017 年 5月 12 日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

 講師：岸本 展 氏（京都大学） 

 題目：Remark on global regularity for the rotating Navier-Stokes equations in a periodic domain 
 

第 213 回 

 日時：2017 年 6月 2日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

 講師：三浦 達彦 氏（東京大学） 

 題目：動く曲面に退化する薄膜領域上の熱方程式に関する特異極限問題 

 

第 214 回 

 日時：2017 年 6月 23 日（金） 15:00 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

  15:00 − 16:00 

  講師：寺本 有花 氏（九州大学） 

  題目：Bifurcation of Taylor vortex for compressible Navier-Stokes equations 
  16:30 − 17:30 

  講師：Jan Brezina 氏（東京工業大学） 

題目：On inviscid limit for Euler system with non-local interactions 
 

第 215 回 

 日時：2017 年 6月 30 日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

 講師：山口 範和 氏（富山大学） 

 題目：病的な函数を初期値とする Hamilton-Jacobi 方程式の解の挙動 

 

第 216 回 

 日時：2017 年 7月 14 日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 E208 

 講師：坂上 貴之 氏（京都大学） 

 題目：乱流カスケードを生成する一次元偏微分方程式モデルの数学解析と数値解析 

 

第 217 回 

 日時：2017 年 10 月 20 日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

Ｉ－ 12
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 講師：戌亥 隆恭 氏（東京理科大学） 

 題目：非線形シュレディンガー方程式に対する群不変な解の分類について 

 

第 218 回 

 日時：2017 年 10 月 27 日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

 講師：関 行宏 氏（九州大学） 

 題目：Type II blow-up mechanisms in a semilinear heat equation with critical Joseph-Lundgren exponent 
 

第 219 回 

 日時：2017 年 11 月 24 日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

 講師：白石 大典 氏（京都大学） 

 題目：Loop-erased random walk 
 

第 220 回 

 日時：2017 年 12 月 8日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

 講師：西原 健二 氏（早稲田大学） 

 題目：The Cauchy problem for semilinear damped wave equations 
 

第 221 回 

 日時：2018 年 2月 2日（金） 16:30 − 17:30 

 場所：広島大学理学部 B707 

 講師：Yikan Liu 氏（東京大学） 

 題目：Unique continuation property with partial information for two-dimensional anisotropic elasticity 
systems 

 

○広島複素解析セミナー 

 

第 1回 

 日時： 4 月 25 日（火）16:30 - 17:30 

 場所： 広島大学理学部 B棟 707 教室 

 講演者： 高橋 甫宗 氏 (大阪体育大学) 

 題目： 合流型超幾何函数と WKB 解 

 

第 2回 

 日時： 7 月 5日（水）15:30 - 17:30 

 場所： 広島大学理学部 B棟 707 教室 

 講演者： 山中 祥五 氏 (京都大学) 

 題目： Normal forms of general dynamical systems and their integrability 
 

 

Ｉ－ 13
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○広島確率論・力学系セミナー 

 

 日時：2017 年 10 月 3日（火） 15:00 − 16:30 

 場所：広島大学理学部 B棟 7階 B701 室 

 講師：中田 寿夫 氏（福岡教育大学） 

 題目：Exact laws of large numbers for independent Pareto random variables 
 

○広島統計グループ金曜セミナー 

 

第 1回 

 日時: 平成 29 年 5月 19 日(金), 15:00-16:00 

 場所: 大学院理学研究科 C816 号室 

 講師: 大森 裕浩 氏 (東京大学・経済) 

 題目: Multivariate stochastic volatility model with realized volatilities and pairwise realized correlations 
 

第 2回 

 日時: 平成 29 年 7月 21 日(金), 15:00-16:00 

 場所: 大学院理学研究科 C816 号室 

 講師: 藤越 康祝 氏 (広島大学・名誉教授) 

 題目: ランダム行列論に基づく高次元推測理論の発展 

 

第 3回 

 日時: 平成 29 年 10 月 6日(金), 15:00-16:00 

 場所: 大学院理学研究科 C816 号室 

 講師: 伊藤 ゆり 氏 (大阪国際がんセンター) 

 題目: 公的統計を用いた健康格差指標のモニタリング 

 

第 4回 

 日時: 平成 29 年 12 月 8日(金), 15:00-16:00 

 場所: 大学院理学研究科 C816 号室 

 講師: 明石 郁哉 氏 (早稲田大学・基幹理工) 

 題目: 無限分散・長期記憶過程に対する頑健な推測手法の構成 

 

第 5回 

 日時: 平成 29 年 12 月 15 日(金), 15:00-16:00 

 場所: 大学院理学研究科 C816 号室 

 講師: 梅津 佑太 氏 (名古屋工業大学・工学) 

 題目: 探索的データ解析における統計推論 

 

第 6回 

 日時: 平成 30 年 1月 19 日(金), 15:00-16:00 

 場所: 大学院理学研究科 C816 号室 

 講師: 奥野 彰文 氏 (京都大学・情報) 

Ｉ－ 14
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 題目: 異種データ間の複雑な対応付けを表現する確率モデルの提案とその応用 

 

○広島統
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─╠⅛ ה Ɽ♪fl□ ▬♃ꜞ▪ , 2017 9 12 9 28  

─╠⅛  ה Academia Sinica( ), 2017 7 5 7 13  

─╠⅛  ה , KAIST( ),  2017 8 21 8 25  
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1-4-2 個人別の研究活動の概要，発
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Oberseminar Algebraische und Arithmetische Geometrie. 04 May
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○論文 

・ Yu Iijima, Difference between l-adic Galois representations and pro-l outer Galois representations 
associated to hyperbolic curves, Manuscripta Math. 153 (2017), no. 1-2, 129--145. 

 

○国内学会での講演 

・ (招待講演) 飯島 優, 広島・岡山代数学セミナー in 熊本, 2018 年 3 月 14 日〜15 日, 熊本 

 

 

多様幾幾

幾
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(2) 上記の研究で得られた平坦カンドルの一部は，有向実グラスマン内の部分集合として実現される。

今年度は，そのような部分カンドルの特徴付けに関する研究を行った。現時点では完全な特徴付けが

得られている訳ではないが，「対称可換」という性質と強く関わることが分かって来た。この研究は

現在も継続中である。 

(3) コンパクト対称空間内の「対称可換」な部分集合の研究を行った。今年度は，その一般的な性質

を明らかにし，特に具体例として古典型リー群の場合を調べ，その中の対称可換部分集合をほぼ決定

することができた。この結果は，論文としてまとめる予定である。 

(4) 今年度 9月は Universitat de Santiago de Compostela (スペイン) に滞在し，現地の若い研究者を対

象とした連続講演を行い，非コンパクト対称空間内の部分多様体に関する有益な議論をすることがで

きた。また 3 月には現地の若手研究者が来日し，広島大学で受け入れた。特に放物型部分群の 

Langlands 分解の可解部分の幾何学的な性質について議論を行い，現在も共同研究が進行中である。 

(5) 非コンパクト型既約対称空間への余等質性 1作用の研究を行った。作用する群が連結な場合には，

その群作用は大きく 3つの型に分かれることが分かっている。今年度は，作用する群が連結とは限ら

ない場合に，どのような型が登場するかということを決定した。また，非連結群の作用と，軌道が弱

鏡映部分多様体であるかどうかに密接な関係があることが分かった。これらの結果をまとめた論文を

現在執筆中である。 

 

○論文 

・ Jong Taek Cho, Takahiro Hashinaga, Akira Kubo, Yuichiro Taketomi, Hiroshi Tamaru, The solvable 
models of noncompact real two-plane Grassmannians and some applications. In: Hermitian-Grassmannian 
Submanifolds, Springer Proc. Math. Stat. 203 (2017), 311--321.  

・ Takahiro Hashinaga, Hiroshi Tamaru, Three-dimensional solvsolitons and the minimality of the 
corresponding submanifolds. Internat. J. Math. 28 (2017), 1750048 [31 pages]. 

 

○国際会議での
の

の

の
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1. Bruno Martelli  (Univeristy of Pisa)  ( ) ≤ ≢ shadow complexity 
⅜ 1 ≢№╢  4 ─ ⌂ ↑╩ ⅎ√⁹ 

2.  ( ) ≤ ≢, ⅜ 2 ─ ⅝ ↑ ─ ⅜ 3

⌐ ≢№╢⌂╠┌ Heegaard ≤⇔≡ ╘ ╗↓≤≢ ≢№╢↓≤╩

⇔√⁹ 

3.  ( )  ( )  ( ) ≤ ≢

≢№╢3 ─ ─▬♁♩Ⱨכ ╩ ≢ ╡ ╦∑╢ ⌂ⱶכ

Ⱪ╩ ⅎ√⁹↓╣│ block copolymer material ⌐ ╣╢ polycontinuous pattern ─ ┼─

╩ ⌐ ™√ ≢№╢⁹ 

4. Saunbum Cho  (Hanyang University) ≤ ≢ (1,1)- ┘ ≤╟┌╣╢ ┘ ─ ⌂

≢№╢ word length ( ⌂ ) ≤ torus levelling number ( ⌂ ) 

⅜ ≢№╢↓≤╩ ⇔ ┘ ─(1,1)-♩fiⱠꜟ┼─ ⌐≈™≡ ⇔√⁹ 

 

ủ ≢─  

 The mapping class groups of Heegaard splittings for 3-manifolds, Capital , ה
Normal University-Hiroshima University Joint conference on Mathematics, 2017 9 21 , 

,  ( ). 

 Extending automorphisms of the genus-2 surface over the 3-sphere, Topology , ה
Seminar at Chung-Ang University, 2018 3 23 , Seoul ( ). 

 

ủ ≢─  

The disk complex and 2-bridge knots, ₈Graph, ה ≤ 3 ─

₉, 2017 10 24 ,  

 

 

 

 

ủ  

 ⌐╟╢ ─ Tesselations ─ ⅎ → 

Modular ─ ( ) ─ ┼─ 1 ⌐╟╢  = orbifold ─ , cusps 
cone points ─ │╟ↄ ╠╣≡™╢─≢ van Kampfen – Seifert ─ ╟╡ │ ⌐│

⌐╦⅛╢⁹  

─ │∕─ ─ ╩ list up ∆╢↓≤≢№╢⁹ 

 

    Frick & Klein  
    Vorlesung uber dir Theorie der Modulfuntion 
 

─ ⌐ ™ modular ─ ⅛╠ ─ ╩ 1 ≈ ⇔ Orbifold ╩ 2-cell ⌐ cut
∆╢↓≤≢∆═≡─ ╩ list up ⇔√⁹ 

↕╠⌐ Tesselation ╩ Cayley graph ≤ ≡ ─ ≤ ╩ ╘√⁹  Tesselations 
╩ ↄ Algorithm ⅜ ╠╣≡™⌂™─≢ ⌂ ⅜ ≢№╢⁹ ⇔⅛⇔ Klein ─

─ ⌐│ ≢⅝╢─≢ ─ √∆ ╩ monodromy ⅛╠ ∆╢

⌐ ╡ ╪≢™╢⁹ 

Ｉ－ 23
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奥田隆幸（助教） 

 

○研究概要 

 G を Lie 群とし, X を G が推移的に作用する多様体(等質空間)とする。 本研究の目的は, (G,X)-
多様体と呼ばれる種類の多様体をたくさん構成することである。 (G,X)-多様体には X 上の G-不変

な局所構造が移植されるため, 豊富な幾何構造を持つ多様体が得られることになる。 (G,X)-多様体の

構成にあたり有用な方法の一つは 「G の部分 Lie 群 L であって X に固有に作用するものを構成

する」というものである。 本研究では特に G が半単純 Lie 群であり, X が擬リーマン対称空間で

あるような場合において， 上記のような L の構成についての研究を行っている。 報告者の以前の

研究により, L が SL(2,R) と局所同型であるような場合においては, そのような L の分類や構成

についての結果が知られていた。 

本研究のテーマはこのような結果を L が SO(n,1) や SU(n,1) と局所同型であるような場合につ

いて一般化することであった。 

当該年度の研究により, G が real rank 2 という設定で, X に余コンパクトかつ固有に作用するよ

うな簡約型な L の分類が得られた (論文準備中)。 またこの結果の部分多様体論的な考察(リーマン

対称空間における全測地的部分多様体論への応用)も併せて進めている。 

これらの結果は, 複素半単純リー環論ではよく知られている Dynkin index の理論を, 実半単純リ

ー環に部分的に拡張して得られたものである。 

 

○国際

際

際

際

際

際

際
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対しては「最初に内部の境界にぶつかる点までの最短の長さ」を計測しているということが明らかに

なってきた。 

 平成 29 年度はこれまでの研究に引き続き，速度の異なる複数種類の波が存在する媒質内における

空洞や波の発生源をとらえる逆問題を，レゾルベントの漸近解析を援用した「囲い込み法」により考

察し，この場合も上記の「最短の長さ」を捉えているという解釈が正しいかどうかを調べることを主

な研究目標とし，そのため，複数種類の波が存在する状況の一つである 2層媒質問題を考えた。 

この場合は接合境界があることにより異なる伝播速度をもつ波が現れる。前年度の研究で全反射現

象が起きない場合には対応する基本解の漸近挙動を導くことがほぼ終わっていた。この得られた漸近

挙動からこの問題に対する「最初に接合面下部の境界にぶつかる点までの最短の長さ」を導き，全反

射が起きないという限定的な状況であるが，この場合に逆問題まで完成させたのが今年度の主な研究

成果であり，通常の屈折の法則に従って最短距離が決まること，及びその最小値が指示関数から得ら

れるということが明らかになった。 

 

○論文 

・ Mishio Kawashita, Sufficient conditions for decay estimates of the local energy and a behavior of the total 
energy of dissipative wave equations in exterior domains, Hokkaido Mathematical Journal Vol. 46, No. 3, 
(2017) p.277–313.  

・ Masaru Ikehata and Mishio Kawashita, Asymptotic behavior of the solutions for the Laplace equation with 
a large spectral parameter and the inhomogeneous Robin type conditions, Osaka Journal of Mathematics 
55(2018), 117–163.  

 

○国内学会での講演 

・ （依頼講演）川下美潮, 第 65 回岐阜数理科学セミナー, 2017 年 5月 26 日, 岐阜大学サテライト

キャンパス多目的講義室(大) 

・ （依頼講演）川下美潮, 『応用解析』研究会第 649 回, 2017 年 7月 1日, 早稲田大学西早稲田キ

ャンパス 55号館 N棟 1階第 2会議室 

・ （依頼講演）川下美潮, 松山解析セミナー 2018, 2018 年 2 月 2 日, 愛媛大学理学部 2 号館 2 階

大演習室 

 

 

吉野正史（教授） 

 

○研究概要
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(2) 2017 年 9月 6日に，アルカラ大学（スペイン）で開催された国際会議 FASdiff17 で招待講演を

行った。 講演題目は“Blowup of semi linear hyperbolic equation and monomial summability of normalizing 
transformation”である。 

(3) 2017 年 10 月 19 日に京都大学数理解析研究所で開催された国際会議で講演を行った。講演題目

は “Movable Singularity of Hamiltonian System and Blowup of Semi linear Wave Equation”である。 

(4) 2017 年 11 月 19 日に山口大学で開催された国際会議で講演を行った。講演題目は “Movable 
singularity of Hamiltonian system and monomial summability”である。 

 

○論文 

・ Masafumi Yoshino, Parametric Borel summability of partial differential equations of irregular singular 
type, G. Filipuk et al. (eds.), Analytic, Algebraic and Geometric Aspects of Differential Equations, Trends 
in Mathematics, (2017), 455-471. 

・ Masafumi Yoshino, Parametric Borel summability for semilinear partial differential equation, RIMS 
Kokyuroku Bessatsu, B61, (2017), 237‐253. 

・ Masafumi Yoshino, Movable singularity of generalized Emden equation via Birkhoff reduction, RIMS 
Kokyuroku Bessatsu,(2018), 印刷中. 

・ Masafumi Yoshino, Monodromy of confluent hypergeometric system with two irregular singular points, 
数理研講究録, 2020, (2017), 129-136. 

・ Masafumi Yoshino, Movable Singularity and Blowup of Semi linear Wave Equation, 数理研講究録, 
(2018), 印刷中. 

 

○国際会議での講演 

・ （招待講演）吉野正史，Blowup of semilinear hyperbolic equation and monomial summability of 
normalizing transformation，FASdiff17，2017 年 9月, (Alcala スペイン)． 

 

 

滝本和広（准
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・ （招待講演）Kazuhiro Takimoto, Some removability results for two classes of fully nonlinear PDEs, 研
究集会「非線形偏微分方程式の定性的理論」，岡山大学, 2017 年 9月． 

・ （招待講演）Kazuhiro Takimoto, On a Bernstein type theorem for some types of parabolic Hessian 
equations, Capital Normal University-Hiroshima University Joint conference on Mathematics，首都師範

大学（中華人民共和国）, 2017 年 9月． 

 

 

平田賢太郎（准教授） 

 

○研
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・ Shingo Kamimoto and David Sauzin, Iterated convolutions and endless Riemann surfaces, to appear in 
Annali della Scuola Normale Superiore di Pisa, Classe di Scienze. 

 

○国際会議での講演 

・ （招待講演）Shingo Kamimoto, RIMS-iTHEMS international Workshop on Resurgence Theory, 2017
年 9月 6日, 理化学研究所 神戸事業所 

・ （依頼講演）Shingo Kamimoto, 代数解析山口研究集会 - D 加群, 超局所解析, 総和法, 2017 年

11 月 19 日, かんぽの宿 湯田 

 

○国内学会での講演 

・ （招待講演）神本晋吾, 複素微分方程式の楽しみ, 2017 年 11 月 4日, 熊本大学. 

 

 

確率統計講座 

 

井上昭彦（教授） 

 

○研究概要 

離散時間定常過程の予測理論において，偏相関関数や有限予測誤差は，基本的な量である。一方，離散

時間定常過程の中において，自己回帰移動平均過程（Auto-Regressive Moving-Average 過程，略して，

ARMA 過程）は，非常に基本的で応用上も重要なモデルである。今年度の研究成果として，1次元の 

ARMA 過程の偏相関関数や有限予測誤差に対する行列表示の形をした閉形式表示が得られた (井上昭彦-

笠原雪夫)。この閉形式表示は，考える ARMA 過程のスペクトル密度の分解に現れる外部関数の極の情

報（極の位置や位数等）によるものである。この成果に関する論文は，井上-笠原の共著でJournal of 
Mathematical Analysis and Applicationsに投稿され，2018年度に入って，アクセプト・出版された。 

 

○論文 

・ A. Inoue, Y. Kasahara and M. Pourahmadi, Baxter's inequality for finite predictor coefficients of 
multivariate long-memory stationary processes, Bernoulli 24, (2018), 1202-1232. 

 

○国内学会で
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statistic for additional information in canonical correlation analysis, Theory of Probability and Its 
Applications, 62(1), (2017), 194-211. 

・ Nakagawa, T. and Wakaki, H. Selection of the linear and quadratic discriminant functions when the 
difference between two covariance matrices is small, J. Japan Statist. Soc., 47 (2), (2017), 145-165. 

 

○国際会議での講演 

・ （一般公演）Hirofumi Wakaki, “On a model selection criterion for a linear mixed model”, Capital Normal 
University – Hiroshima University Joint conference on Mathematics, 2017.9.21-22 

 

○国内学会での講演 

・ （招待講演）若木宏文, 「ラプラス近似とその応用」, 日本行動計量学会岡山地域部会第 67 回

研究会, 2018 年 3月 17 日, 岡山理科大学 

・ （一般公演）若木宏文, 「線形混合モデルのモデル選択規準について」, 2017 年度統計関連学会

連合大会, 2017 年 9月 3日～6日, 南山大学名古屋キャンパス 

 

 

栁原宏和（教
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・ 橋本真太郎，Robust estimation of location and scale parameters for skew-normal distribution using 
log-Pareto function (in Japanese), RIMS kokyuroku，2047，(2017)， 67—76．(査読無) 

 

○国際会議での講演 

・ （招待講演） 橋本真太郎，Workshop for young scholars Control and inverse problems on waves, 
oscillations and flows- Mathematical analysis and computational methods -，2017 年 8月，同志社大学今

出川キャンパス． 

 

○国内学会での講演 

・ （依頼講演）橋本真太郎，広島統計談話会，2017 年 6 月，放射能影響研究センター． 

・ （一般講演）橋本真太郎，2017 統計サマーセミナー，2017 年 8月，鬼怒川パークホテルズ． 

・ （一般講演）橋本真太郎，2017 統計関連学会連合大会，2017 年 9月，南山大学． 

・ （依頼講演）橋本真太郎，RIMS 共同による研究会「Statistical Inference and Modelling」，2018 年 3

月，京都大学数理解析研究所． 

 

 

伊森
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阿部 誠（教授） 

 

○研究概要 

 Cn の上の領域に対する中間的な擬凸性の新しい特徴付け（共同研究），および，正則近似性質と強

い円板的性質の関係を用いた単葉型開リーマン面の新しい特徴付け（共同研究）を得て，研究集会等で

発表した。 

 

○著書 

・ ◎阿部 誠・本田竜広・澁谷一博，基礎線形代数学，学術図書出版社，東京，2018 年． 

 

○国際会議

M a k o t o  b e ,  A c Θ r a c Υ e r i z a
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いて研究を行った。 

 

 

1-4-3 各種研究員と外国人留学生の受入状況 

研究員 

平成 29 年度 … 1 名（学振特別研究員） 

 ・鈴木 航介（PD） 

 

留学生 

平成 29 年度 … 3 名（博士課程後期 0名，博士課程前期 3名） 

 
1-4-4 研究助成金の受入状況 

 

[1] 戦略的創造研究推進事業（CREST） 

  課題名：超一様性の理論と諸科学におけるランダムネスへの展開 

  代表者：松本 眞 

  金 額：29,900 千円 

 

[2] 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 

   課題名：代数幾何学の計算機による研究 

   代表者：島田 伊知朗 

    金 額：3,120 千円 

 

[3] 科学研究費助成事業 基盤研究(B)（特設分野研究） 

  課題名：諸科学における一様性と超一様性の利用 

  代表者：松本 眞 

  金 額：2,730 千円 

 

[4] 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 

  課題名：3次元多様体の幾何構造と組み合わせ構造 

  代表者：作間 誠 

   金 額：3,120 千円 

 

[5] 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 

  課題名：左不変な幾何構造の部分多様体論的研究 

  代表者：田丸 博士 

  金 額：2,340 千円 

 

[6] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

  課題名：代数幾何学・数論幾何学におけるカンドルの研究 

  代表者：高橋 宣能 

  金 額：1,300 千円 
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[7] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

 課題名：3次元多様体のシャドウ複雑度と幾何構造に関する研究 

 代表者：古宇田 悠哉 

   金 額：1,430 千円 

 

[8] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

  課題名：レゾルベントの漸近解析による時間依存型境界値逆問題の展開 

  代表者：川下 美潮 

  金 額：1,560 千円 

 

[9] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

  課題名：偏微分方程式のボレル総和法理論の構成とストークス幾何の解明 

  代表者：吉野 正史 

   金 額：1,430 千円 

 

[10] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

   課題名：ポテンシャル解析による非線形偏微分方程式の研究 

   代表者：平田 賢太郎 

   金 額：1,170 千円 

 

[11] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

  課題名：予測理論的新手法による動的確率従属性解析とそのファイナンスへの応用 

  代表者：井上 昭彦 

  金 額：1,300 千円 

 

[12] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

  課題名：非正則モデルの最尤法に基づく推測法の評価と改良 

  代表者：若木 宏文 

  金 額：780 千円 

 

[13] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

   課題名：等質リーマン多様体の局所等長埋め込みと可積分条件 

   代表者：阿賀岡 芳夫 

   金 額：1,040 千円 

 

[14] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

  課題名：複素空間における中間的擬凸性の研究 

  代表者：阿部 誠 

   金 額：910 千円 

 

[15] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

  課題名：特異点と導来圏 

  代表者：石井 亮 
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   金 額：910 千円 

 

[16] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

   課題名：非線形分散型方程式に現れる平面進行波解の安定性解析 

   代表者：水町 徹 

   金 額：1,300 千円 

 

[17] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 

  課題名：数論的非線型微分方程式とフロベニウス構造 

  代表者：宮谷 和尭 

  金 額：650 千円 

 

[18] 科学研究費助成事業 若手研究(B)  

  課題名：擬リーマン対称空間上の固有な群作用の組合せ論的手法を用いた研究 

  代表者：奥田 隆幸 

  金 額：835 千円 

 

[19] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 

   課題名：非正則な統計モデルに対する客観ベイズ法に関する研究 

   代表者：橋本 真太郎 

   金 額：1,040 千円 

  

[20] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 

   課題名：補助変数を用いたモデリング法の開発と応用 

   代表者：伊森 晋平 

   金 額：1,690 千円 

 

[21] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 

   課題名：微分式系の高階偏微分方程式への応用と特異性の研究 

   代表者：澁谷 一博 

   金 額：910 千円 

 

[22] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 

   課題名：簡約代数群上の保型形式の p進的側面とその応用の研究 

   代表者：河村 尚明 

   金 額：910 千円 

 

[23] 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 

  課題名：準モンテカルロ点集合の新評価指標 

  代表者：松本 眞 

  金 額：1,170 千円 

 

[24] 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 
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  課題名：カンドルおよび離散的対称空間の構造理論の構築 

  代表者：田丸 博士 

  金 額：1,040 千円 

 
 
1-4-5 学界ならびに社会での活動 
○研究成果の社会への還元実績 

・ 木村俊一：映画「ギフテッド」パンフレット解説記事 

 

○公開講座 

・ 「数学の基礎と展望－あれも数学これも数学－」を平成 29 年 8 月 5 日に広島大学理学部 E 棟 1

階 E102 講義室において開催した。 

 

○学

学学学



 Ⅰ-40 

・ 栁原宏和 ：行動計量学，編集委員 

・ 栁原宏和 ：Behaviormetrika，編集委員 

・ 阿賀岡芳夫：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 

・ 阿部 誠 ：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 

・ 石井 亮 ：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 

・ 水町 徹 ：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 

・ 河村尚明 ：Mathematical Reviews (American Mathematical Society)，Reviewer 
 

○講師 

・ 木村俊一 ：サイエンスカフェ「メビウスの輪」理学融合センター主催, 2017 年 7月 15 日 

・ 木村俊一 ：サイエンスカフェ「無限とメビウスの輪」雲間主催, 2017 年 10 月 1日 

・ 木村俊一 ：大人の科学談話室「無限とメビウスの輪」広島市こども文化科学館主催, 2017 年

12 月 2日 

・ 木村俊一 ：ノーベル物理学賞解説講演会, 2017 年 11 月 10 日 

・ 木村俊一 ：ノーベル賞解説講演会, 2017 年 12 月 16 日 

・ 木村俊一 ：岡山教育フォ−ラム講演, 2017 年 11 月 30 日 

・ 木村俊一 ：放送大学講義, 2017 年 11 月 18 日−19 日 

・ 木村俊一 ：長春大学さくらプロジェクト歓迎講演, 2018 年 3月 1日 

・ 木村俊一 ：グロニンゲン大学歓迎講演 A brief History of Hiroshima University and Atomic Bomb, 
2017 年 4月 26 日 

・ 木村俊一 ：公開ビブリオバトル, 2017 年 7月 15 日 

・ 木村俊一 ：大学訪問受け入れ 広陵高校, 2017 年 10 月 2日 

・ 木村俊一 ：広島県数学コンクール講師, 2017 年 11 月 4日 

・ 木村俊一 ：中高大連携公開講座「大学で何を学ぶか」吉田高校, 2017 年 7月 22 日 

・ 木村俊一 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 3月 23 日 

・ 木村俊一 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 4月 29 日 

・ 木村俊一 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 5月 21 日 

・ 木村俊一 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 6月 18 日 

・ 木村俊一 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 7月 23 日 

・ 木村俊一 ：GSC ステップステージ講演, 2017 年 8月 11 日 

・ 木村俊一 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 9月 30 日 

・ 木村俊一 ：GSC ステップステージ講義, 2017 年 10 月 15 日 

・ 木村俊一 ：GSC ステップステージ講義, 2017 年 12 月 10 日 

・ 木村俊一 ：GSC ポスター審査委員, 2018 年 1月 6日 

・ 木村俊一 ：広島市立広島中高教育学校大学訪問講演会, 2017 年 4月 26 日 

・ 宮谷和尭 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 4月 29 日 

・ 宮谷和尭 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 5月 21 日 

・ 宮谷和尭 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 6月 18 日 

・ 宮谷和尭 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 7月 23 日 

・ 宮谷和尭 ：GSC ジャンプステージ, 2017 年 9月 30 日 

・ 田丸博士 ：広島大学付属高等学校 SSH 先端研究実習，講師，2017 年 6月 3日 

・ 土井英雄 ：福山市立高等学校 出張授業 2017 年 10 月 25 日 

・ 土井英雄 ：広島県数学コンクール 出題 講師 2017 年 11 月 5日 
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２ 数学科 

 

2-1 学科1
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30 1 18    H34.9.30 ╕≢  

   29 4 1      

  29 10 1    

   30 3 31     

 

 
2-3 学科の学士課程教

⅛ ⌂ 教 育 ╩ ⇔ ⅛ ╡ と ⌐ ≈ ↑ ☿
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